
■�一部事業所の脱退により加入者数の大幅
減となりましたが、賃上げ等の影響により
保険料収入が増加したため、黒字決算と
なり、2026年度も保険料率を維持するこ
とができました。
■�高齢者医療のための納付金負担は依然と
して重い状況に変わりありませんが、みな
さんの健康を守る保健事業に積極的に取
り組み、多くの方にご利用いただきました。

収入支出
決算額

　保険料収入は賃上げ等の影響により当初見込より
増の10.8億円で、収入全体でも38百万円増の12.2億
円となりました。支出では保険給付費が当初見込より
28百万円減の5.6億円となり、支出全体でも32百万円
減の11.1億円となりました。経常収支は21百万円で3年
連続の黒字となりました。

その他 0.2億円 1.6％

科　目 2025年度
決算額（千円）

被保険者
1人当たり額（円）

事 務 費 41,468 23,141
保 険 給 付 費 557,208 310,942
法定給付費 543,020 303,025
付加給付費 14,188 7,917

納 付 金 418,989 233,811
前期高齢者納付金 150,036 83,725
後期高齢者支援金 268,953 150,085

保 健 事 業 費 78,308 43,699
財政調整事業拠出金 16,383 9,142
そ の 他 1,264 705
支 出 合 計 1,113,620 621,440

収支差引額
103,472千円

　健診受診率は被保険者で94％でしたが、被扶養
者は42％と横ばい状態です。特定保健指導参加率は
45％と前年度より高くなりました。今後も被扶養者の
健診受診率向上と特定保健指導参加率向上に取り組
んでいきます。
　加入者の平均年齢が高いという当健保の特徴を踏
まえ、健康リスク者をいかに減らしていくかが課題とな
りますが、今後も着実に取り組んでいきます。
　なお、これまで保険証廃止に伴うマイナ保険証への
切り替えを推進してきましたが、当健保の利用率は全
国平均を上回り8割超えとなっています。

介護納付金
1.0億円
100.0％

介護保険
収入

1.4億円
99.9%

決算の
お知らせ

2025年度

1億　347万円
11億1,362万円
12億1,709万円

収入支出差引額

支出合計

収入合計

2025年度決算概要

保健事業等実施状況

一般勘定

介護勘定

当健康保険組合の2025年度決算が2026年7月23日の組合会に
おいて、可決されました。

科　目 2025年度
決算額（千円）

被保険者
1人当たり額（円）

健 康 保 険 収 入 1,081,749 603,655
調 整 保 険 料 収 入 16,695 9,316
繰 入 金 60,000 33,482
国 庫 補 助 金 収 入 3,102 1,731
財政調整事業交付金 19,643 10,961
雑 収 入・そ の 他 35,903 20,035
収 入 合 計 1,217,092 679,181

収入

支出

収入支出
決算額

3,840万円収入支出差引額

1億　464万円支出合計

1億4,233万円収入合計

健保組合が代行して国に
納めているんだね

健康保険組合ではみなさんから介護保
険料を徴収し、介護納付金として国に納
めています。2025年度は不足分を準備
金から繰り入れて対応いたしました。

収入支出 決算残金
3,840万円を
準備金として
積み立てました。

その他
151千円
0.1％

収入支出

決算残金

わたしたちの保
険料で運営され
ているんですね

0.8億円
7.0％

4.2億円
37.6％

10.8億円
88.9％

5.6億円
50.0％

繰入金
0.6億円 4.9％

調整保険料収入
0.2億円 1.4％

健康保険収入
会社とみなさんから納
めていただいた保険料
です。

その他 0.6億円 4.8％

事務費
0.4億円 3.7％

保健事業費
健診や特定保健指導、
各種キャンペーンなど
みなさんの健康管理の
ために支出しました。

納付金
高齢者の医療費として
国に支出しました。支
出の約4割を占めてい
ます。

保険給付費
病気やけがをしたとき
の医療費や出産・傷病
時の手当金として支出
しました。

入院したとき、
とても助かりま
した !

健保財政を圧迫
する要因になっ
ているようだね

決算残金1.0億
円は別途積立
金として積み立
てました。


